
慢性肺気腫と慢性気管支炎を包括する用語としてCOPDという言葉が用い

られるようになって久しいが，近年になってやっと多くの一般臨床家や一般人

にも認知されるようになった．COPDの発症原因として喫煙が最も重要であ

り，その意味では生活習慣病と位置づけられてもよいものと考えられる．

WHOによると，2020年にはCOPDが死亡原因の第3位になると推定され，

患者さん本人の問題にとどまらず，社会的，経済的にも大きな損失を来すこと

は明らかである．COPDの予後を規定する最も大きな因子は，その急性増悪

であることは周知の事実である．そこで今回の特集では“COPDの急性増悪”

を取り上げ，幅広い観点から論説をお願いした．

杉浦久敏先生らは，COPDの急性増悪の定義・病態・診断を述べられたが，

特に急性増悪の早期診断に関して，呼気ガス分析・呼気凝縮液・誘発喀痰法な

どの検査法やターゲットとなるバイオマーカーを解説して下さった．今後の早

期診断法の確立が望まれる．

桂 秀樹先生は，COPDの急性増悪の影響を，予後・肺機能・QOL・医療

費の観点から多面的に解説下さったが，そのうち特に医療費への影響への詳細

な解説は大変参考になった．

川山智隆先生らは，COPDの原因における各種気道感染症の重要性に触れ，

詳細な解説をして下さった．また，GOLDのガイドラインにおけるCOPDの

急性増悪の二次性の原因についても言及された．

辻村周子先生らは，COPDの急性増悪の予防に関して，非薬物療法と薬物

療法に分けて解説して下さった．また，現在は確立していないものの，将来的

に有望な治療法に関しても言及された．

北口良晃先生らは，COPDの急性増悪期における薬物療法に関して，在宅

治療，入院治療に分けて整理して下さった．また，気管支拡張薬，抗菌薬，ス

テロイド薬の使用法のみならず，入院治療の適応の判断基準にも言及された．

吉永 健先生は，薬物治療とともにCOPDの急性増悪時の治療の柱となる

呼吸管理法に関して，非侵襲的陽圧換気療法(NIPPV)と侵襲的陽圧換気療法

(IPPV)に分けて，詳細な解説をして下さった．

今回の論説では触れられなかったが，COPD患者の栄養障害は急性増悪に

少なからず影響を及ぼすことが知られており，急性増悪の予防としての栄養療

法の重要性が今後脚光を浴びるものと考える．

(石坂彰敏)
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